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日本語の翻訳に カタカナのふりがなでマレー語の音が記されている︒革命軍が歌う行進曲も︑日本語とマレー語のローマ字表記の二つのバージョンが並列される︒それを聞いて語り手が﹁沈痛な皮肉と哀傷﹂を感じるの 大東亜﹂民族の団結を掲げてインドネシアを占領した日本が︑戦後 白人帝国による地元の民族運動の鎮圧に協力しているからであろ ︒　
この二つの作品は︑日本帝国の覇権の始まりとその終わりを象











女性ゴゼイの話を通して︑元日本軍﹁慰安婦 の問題をめぐ 性差別︑売春婦差別や︑沖縄戦で日本軍が住民をスパイ視し︑虐殺した歴史に焦点を当てた作品である︒ への忠誠心を証明するために︑沖縄出身の将校 兵士がその残虐的な暴力に加担したことも描かれる︒　
目取真によるこれら二つの小説では︑沖縄の方言が使われ︑漢













らは戦争に負けたんじゃ いね﹂ いったように ゴゼイが実際にあの二人に向って発された言葉は方言で表記され︑口にしなかった彼女の心境が日本語で表現さ ︒ ﹁魚群記﹂の英訳方言の部分が口語体 翻訳されている一方 ﹁群蝶の木﹂の場合はイタリック体で表記され︑日本語のテキストと区別されている︒
だが︑英訳では︑残念ながら原文のように︑沖縄の方言が異質的な﹁声﹂として日本やアメリカの暴力に直面した 重層的な差別や︑込み入った加害／被害関係を浮き彫りにすることができていない︒　
崎山多美の二つの作品は︑過疎化のために共同体が解体し︑伝









































日本からの差別と圧迫に加担す 沖縄出身の調教師︑調教師の前で屈従の態度を取る沖縄の男性︑遊女出身の沖縄の女性の三人である︒場面 切り替えで︑三人が異なる役 演じ︑沖縄の方言による言葉遊びで︑民族差別︑同化教育︑戦争動員︑集団自決︑日米安保など︑沖縄に対する日本国家の差別や圧迫を批判する︒　
この戯曲で特徴的なのは︑アイロニーである︒たとえば︑調教







でくしゃみをした人に声をかける言葉を言う︒それに対して︑調教師が﹁くしゃみする事まで他府県の通りにする﹂と発言した近代沖縄の知識人 演じ︑二 を叱責する︒ ﹁ファッークスゥ﹂と﹁糞
クスク
喰ェー﹂など沖縄の方言と日本語︑英語の語呂合わせによって︑
﹁極東アジアの平和と安全﹂ ︑日本国家︑天皇などの大義名分で行われてきた沖縄の女性への暴力を批判する︒三つの言語を使い分ける工夫は示されているもの ︑英訳では語呂合わせやそれによるアイロニーを再現する が難しい様子もうかがえる︒たとえば︑終盤で沖縄戦の戦場で三人が 方言で話す場面がある︒英訳では︑英語の読者が理解 きるように翻訳されるが︑原文のように︑日本語の観衆や読者に 理解できない言葉としての沖縄方言を突き詰めるラジカルさが失われてしまう︒ ﹁学術 類館﹂の事件に象徴されるように︑日本は︑西洋の白人に る帝国主義的で差別的な視線
（
4）を意識しつつ︑自国の少数民族やほかの有色人種をさ
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ai‘i Press, 2011 (sum
m
er 2011, issue of M
A
N
O
A
).
（
3）  
アイヌ︑台湾高砂族︑沖縄人︑朝鮮人︑清国の人︑インド︑ジャワ︑バ
ルガリー（ベンガル） ︑トルコ︑アフリカなど合計三十二名の人々が︑民族衣装姿で日常生活を見せる展示を行ったが︑沖縄出身者や︑朝鮮︑中国の留学生の抗議を受け︑中止された︒
（
4）  
一八八九年にパリで行われた万国博覧会を始め 有色 種の展示が行
われていた︒
